


























































































































































































































































































































































良弘には仁平二 （一一五二） 年、 良勝七十六歳の時に
六波羅南辺の蓮明院において灌頂を授けたとされる。
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年三十六歳の時、厳覚より灌頂を受け、保延三（一一三七）年五十九歳の時、実任に灌頂を授けたとある。「臈二十九」が正し とすれば、康和五（一一〇 ）年に二十五歳で具足戒を受戒したことになり、天承元（一一 一）年は五十三歳となる。 『祈雨日記』・東大本『醍醐寺要書』の生まれ年にあたる寛治五（一〇九一）年は、十三歳であり、康和五（一一〇三）年
は五十三歳である。種々考えあわせていくと、『祈
雨日記』・東大本『醍醐寺要書』では、寛治五（一〇九一）年を生まれ として るが、得度の年と取り間違えと仮定すれば 康和五（一一〇三）年に二十
歳で具足戒を受戒とな つまり、生れた年と得度
の年、 具足戒受戒の を取り違えた為に年齢がずれたと推定するな ば 血脈類の記録と同様に承暦三 （一〇七九）年に生まれ、康和五（一一〇三）年に受戒となる。群書本『醍醐寺要書』の「年卅一」は「年卌一」の誤記の可能性も考えられる。仮に群 本『醍醐
寺要書』の「年卅一」が正しいとすると、実任へ十






















































































































































































とある。これは、康治三（一一四四）年は良勝六十六歳で、四十八歳の実任に対してこの印信 伝授た記録である。なお、良勝は四十三歳の時、保安二（ 一 一）年五月二十四日に六十六歳を迎えた臨終の厳覚より「寅時印信」を受法 いる。『四巻鈔』 「生年四十八
 
御房六十六」という記録は、一見
























































































































































































































































































































































































































































































































































































躍も見られる。なお、書写奥書に「勧修寺蓮光房」と記されていることから、勧修寺僧として生涯活動したのであろう。また、久安四（ 一四八）年より一切経書写の勧進 始めたと考え る。
良勝に関する最後の記録は、先にあげた「石山寺一切経」第六十九箱に納められた『成実論』第
六巻の
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（
84）
 石山寺文化財総合調査団編『石山寺の研究
 
一切経編』［一九七八、法蔵館刊］
 
第五二箱一号
 
四九一頁
 
（
85）
 石山寺文化財総合調査団編『石山寺の研究
 
一切経編』［一九七八、法蔵館刊］
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七九五頁
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